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95月定例会む議長に福島勇氏当選
副議長は中込孝文氏

就
任
あ
い
さ
つ

甲
府
市
議
会
議
長

福

島

勇

甲
府
市
議
会
副
議
長

中

込

孝

文

六
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り

栄
誉
あ
る
議
長
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

私
共
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
責
任
の
重
大
き
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
第
三
次
総
A
P計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
ま

た
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
新
し
い
時
代
に
大
き
く
飛
躍

す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
年
昨
尻
で
あ
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
社
会
環
境
の
変
化
・
進

展
に
即
応
す
べ
く
、
市
民
の
積
極
的
な
御
協
力
を
賜
り
な

が
ら
皆
様
の
御
意
見
、
御
要
望
が
十
分
行
政
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
論
議
を
つ
く
し
、
平
和
で
明
る
い
近
代
都
市
を
形

成
し
て
い
く
た
め
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。今
後
と
も

一
層
の
御
支
援
、
御
鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

お
も
な
内
容
・
ペ
ー
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介
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昭和63年8月1日現在 世帯数 71，271世帯女 102，222人男 97，753人人口 199，975人
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六
月
定
例
会
は
六
月
三
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
九
日
間
と
決
め
正
副
議
長

な
ど
新
議
会
の
構
成
と
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及
び
一

部
改
正
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
四
十
二
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
投
票
の
結
果
、
第
六
十
九
代
議
長
に
福
島
勇

氏
(
市
民
ク
ラ
ブ
)
が
、
第
八
十
代
副
議
長
に
は
中
込
孝
文
氏
(
社
会
党
・
市
民

連
合
)
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
内
部
審
査
機
関
と
し
て
条
例
に
よ
り
設
置
を
さ
れ
て
い

る
四
つ
の
常
任
委
員
会
、
並
び
に
議
会
運
営
に
関
す
る
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、
さ
ら
に
組
合
議
員
の
選
挙
を
行
っ
て
議
会

構
成
を
終
わ
る
と
と
も
に
、
市
長
提
出
議
案
中
、
補
正
予
算
及
び
条
例
に
つ
い
て

本
会
議
で
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
閉
会
し
ま
し
た
。
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憲
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司
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司
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井

五

郎

宮

島

稚

展
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後

剣

持

庸

雄

翌
日
委
員
会
定
数
八
人

委

員

長

副
委
員
長

委

員中

西

久

鈴

木

豊

後

小

林

康

作

征雅

堀宮

内島

治展

牛

奥

公

貴

石

原

貞

夫

内

藤

幸

男

一
枚
一
監
査
委
員
に

依
田
敏
夫
氏

議
会
選
出
の

監
査
委
員
村
山

二
永
氏
の
辞
職

に
伴
い
、
新
た

に
依
田
敏
夫
氏
を
選
任
す
る
議
案
が
今

定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
員
甲
子
、
識
な
く
同
意
す
る
こ
と
と
決
し

+
a
I
v
h
~

。

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員

補

欠

選

挙

常
任
委
員
会
の
改
選
に
伴
い
、
福
島

勇、

川
名
正
剛
、
中
込
孝
文
、
秋
山
雅

司
、
内
藤
幸
男
の
各
議
員
が
辞
任
し
、

こ
れ
に
伴
う
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
指

名
推
せ
ん
に
よ
り
、
上
田
英
文
、
村
山

二
永
、
岡
伸
、
大
村
幾
久
夫
、
森
沢
幸

夫
の
各
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

都
市
構
想
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員

の
変
更

本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
都

市
構
想
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

の
福
島
勇
、
中
込
孝
文
の
各
議
員
が
辞

任
し
、
後
任
に
千
野
峰
、
鈴
木
豊
後
の

各
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

{
八
月
臨
時
会
}

示
日
直
例
会
審
場
向
民
経

6
月
初
日
同

開
会
・
提
案
理
由
の

説
明

7
月
1
日
幽
d

2
日
出
}
休

つd
口
u
ロμ

、

4
日
間
〕
本
会
議
・
質
疑
及
ぴ

5
日

ω」
市
政

一
般
質
問

6
日
刷
本
会
議

質
疑
及
ぴ
市
政
一
般

質
問
各
常
任
委
員
会
付
託

各
常
任
委
員
会

本
会
議
・
各
常
任
委

員
長
報
告
・
閉
会

A、
Z三

7
日
附

8
日
樹

城
南
中
屋
内
運
動
場

増
改
築
請
負
契
約
を
可
決

八
月
臨
時
会
は
、
八
月
二
日
に

聞
か
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
(
市

立
城
南
中
学
校
屋
内
運
動
場
増
改

築
(
建
築
主
体
)
工
事
)
審
査
し

た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
当
局
原

案
の
と
お
り
可
決
し
同
日
閉
会
し

ま品

1
レ
h
~

。

. ..................-------....--・.................................................. 
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と
。
が
基
調
で
あ
る
。

税
制
改
革
に
よ

っ
て
、
地
方
税
財
源

が
減
収
と
な
り
、
こ
れ
が
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
に
支
障
を
生
じ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
固
に
対
し
て
強
く
働
き

か
け
て
い
る
。

本
市
の
税
収
へ
の
影
響
額
は
、
消
費

税
へ
の
吸
収
や
住
民
税
減
税
等
に
よ
る

六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
七
月
四
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
各
党
会
派
を
代
表
し
て
八
氏
が
、
税
制
改
革
、

百
周
年
記
念
事
業
、
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
、
南
部
工
業
団
地
建
設
、

工
場
設
置
奨
励
条
例
等
、
当
面
す
る
市
政
の
問
題
に
つ
い
て
活

発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
制
改
革
歳
入
減
五
億
j

八
億
円

【
問
}
税
制
改
革
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
と
、
市
財
政
へ
の
影
響
は
ど
の

住
予
想
さ
れ
る
か
。

{
答
】
税
制
改
革
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
は
、
①
国
民
が
税
に
対
す
る
不

公
平
感
が
な
い
こ
と
。
②
国
民
の
税
負

担
増
加
を
招
か
な
い
こ
と
。
③
国
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
十
分
に
得
ら
れ
る
こ

第78号(3) 

減
収
を
試
算
す
る
と
、
①
電
気
・
ガ
ス
、

木
材
引
取
税
七
億
五
千
万
円
、
②
た
ば

こ
消
費
税
四
千
万
円
、
③
法
人
市
民
税

二
億
五
千
万
円
、
④
個
人
市
民
税
五
億

五
千
万
円
な
ど
、
市
税
全
体
の
減
収
は

十
五
億
九
千
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
一

方
新
た
に
創
設
さ
れ
る
消
費
譲
与
税
の

収
入
を
推
計
す
る
と
、
差
引
五
億
円
か

ら
八
億
円
の
歳
入
減
が
予
想
さ
れ
る
。

新
清
掃
工
場

市
親民
やしが
すみ

【
問
】
新
清
掃
工
場
の
建
設
計
画
と
処

理
能
力
は
、
ど
の
程
度
に
す
る
か
。

宝
ユ
建
設
場
所
は
現
在
地
を
中
心
に

検
討
を
進
め
、
今
年
度
中
に
決
定
し
て

諸
準
備
に
入
り
た
い
。

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
要
望
を
尊

重
し
、
開
放
施
設
等
を
併
設
し
て
、
市

民
の
親
し
み
ゃ
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

周
辺
の
生
活
環
境
整
備
も
合
め
た
地
域

開
発
と

一
体
的
な
も
の
と
し
た
い
。

ご
み
処
理
能
力
の
規
模
は
、
ご
み
の

減
量
計
画
と
も
合
わ
せ
て
、
基
本
計
画

及
び
実
施
計
画
の
段
階
で
、
ゆ
と
り
の

あ
る
適
正
規
模
を
決
め
た
い
。

基
本
構
想
と
し
て
は
、

二
十
四
時
間

稼
働
日
量
三
三

O
J
、
組
大
ご
み
破
砕

処
理
五
時
間
稼
働
七

O
J
の
処
理
能
力

を
計
画
し
て
い
る
。

昭和63年 6月定例会質問要旨

藤内
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制
一

0
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周
年

記
念
事
業
の
構
想

甲府市議会だより昭和63年 9月1日

こ
の
ほ
か
、
既
に
い
く

つ
か
の
記
念

事
業
に
着
手
し
て
い
る
が
、

7
月
2
日

に
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
設

置
し
た
の
で
、
県
当
局
の
格
段
の
御
協

力
と
、
更
に
議
会
の
全
面
的
な
御
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
と

一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
。

古
博
覧
会
の
テ

l
マ
古

夢
・
心
・
と
き
め
く
未
来

【
問
}
甲
府
博
覧
会
は
、
ど
の
よ
う
な

テ
!
?
を
考
え
、
ま
た
特
色
を
出
そ
う

と
し
て
い
る
か
。

【
答
}
「
夢
・
心
・
と
き
め
く
未
来
」

(
案
)
の
テ
!
?
の
も
と
に
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
テ
!
?
と
内
容
、
地
域
産
業
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
甲
府
の
産

業
の
特
色
を
生
か
し
た
テ
!
?
と
内
容

を
、
更
に
は
幻
世
紀
を
目
の
前
に
し
て

甲
府
市
が
も
っ
様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
展
開

が
で
き
る
よ
う
、
市
議
会
各
位
、
甲
府

商
工
会
議
所
の
お
知
恵
と
市
民
各
位
の

英
知
を
結
集
し
て
ま
い
り
た
い
。

グ
秩
父
多
摩

国
立
公
園
4

名
称
変
更
を

{
問
】
秩
父
多
摩
国
立
公
園
は
、
山
梨
、

長
野
、
埼
玉
、
東
京
都
に
ま
た
が
っ
た

指
定
公
園
で
あ
る
が
、
名
称
が
山
梨
県

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
。
名
称
変

更
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

【
悠
ニ
秩
父
多
摩
国
立
公
園
の
総
面
積

の
う
ち
刊
行
は
山
梨
県
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
公
園
の
名
称
は

「秩
父
多

摩
」
と

一
般
的
に
埼
玉
・
東
京
多
摩
地

区
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
、
渓
谷
美
・

日
本

一
の
御
岳
昇
仙
峡
を
抱
え
る
本
市

と
し
て
は
、
誠
に
不
本
意
で
あ
る
。

過
日
、
秩
父
多
摩
国
立
公
園
名
称
変

更
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
の
で
、
関

係
市
町
村
観
光
協
会
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
な
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
て
ま
い
る
の
で
、

御
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

北
部
山
村
地
域
の

リ
ゾ
ー
ト

計
画

{
問
】
本
市
面
積
の
約
臼
れ
れ
を
市
め
る

北
部
山
村
地
域
の
振
興
施
策
を
具
体
的

に
一
示
せ
。

窪
田
】
自
然
と
の
調
和
を
基
本
と
し
て

北
部
山
岳
ル

l
ト
の
林
道
網
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、

北
部
三
地
域
に
ま
た
が

る
メ
ル
ヘ
ン
構
想
の
各
施
設
を
は
じ
め

①
森
林
総
合
利
用
施
設
「
マ
ウ
ン
ト
ピ

ア
黒
平
」
②
桜
の
郷
づ
く
り
「
帯
那

山
高
原
牧
場
」
③
堂
の
山
青
少
年
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
、
各
施
設
の
有
機
的
な

連
携
と
潜
在
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
よ 〈秩父多摩国立公園昇仙峡入口〉

っ
て
、
地
域
に
密
着
し
た
り
ゾ
l
ト
構

想
を
推
進
し
、
地
域
振
興
を
図
る
考
え

で
あ
る
。

更
に
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
は
、
県
の

北
部
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
整
備
地
域

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
具
体
的
な
事
業
と
併
せ
て
、

ゴ
ル

フ
場
な
ど
民
間
活
力
を
導
入
し
た
拠
点

施
設
を
含
め
た
リ
ゾ
ー
ト
計
画
を
、
県

と
も
協
議
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

ー
保
険
料
率
は

据
え
置
き

l

【
問
】
国
民
健
康
保
険
料
率
を
据
え
置

け
。
ま
た
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
考

え
方
を
示
せ
。

窪
田
】
六
十
三
年
度
の
保
険
料
は
、
六

十
二
年
度
の
保
険
料
率
の
ま
ま
で
財
政

運
営
が
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
の
で
、

賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
も
据
え
置
い
て

ま
い
り
た
い
。

保
険
料
の
滞
納
整
理
対
策
と
し
て
導

入
し
た
資
格
証
明
書
交
付
制
度
は
、
保

険
料
制
度
の
基
本
を
な
す

「負
担
の
公

平
」
の
原
則
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
。

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
者
に

は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

本
市
独
自
で
も
配
慮
を
行
っ
て
制
度
の

運
用
を
図
っ
て
い
る
。
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{
問
】
都
市
計
同
街
路
事
業
に
伴
う
、

県
立
甲
府
工
業
・
同
校
の
校
地
が
削
ら
れ

る
問
題
に
つ
い
て
考
え
万
を
・
不
せ
。

【
悠
ニ
都
市
計
画
街
路
愛
宕
町
下
条
線

の
事
業
認
可
申
請
に
先
立
ち
、
現
在
測

量
を
行
っ
て
い
る
が
、
県
に
対
し
て
正

式
に
協
力
要
請
を
行
っ
た
。

県
教
委
で
は
、
今
後
の
対
応
を
慎
重

に
検
討
・
決
定
し
た
い
意
向
の
よ
う
で

あ
る
が
、
甲
府
工
業
高
校
を
移
転
せ
ざ

甲
府
工
高
の
校
地

県
に
協
力
要
請

甲府市議会だより第78号(5) 

る
を
得
な
い
場
合
は
、
市
内
に
建
設
さ

れ
る
よ
う
、
県
に
対
し
て
要
請
し
て
ま

い
り
た
し
。

図
書
館
建
設

杜!
と
環緑
の境

で

【
問
】
図
書
館
建
設
の
構
想
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
悠
ニ
新
し
い
図
書
館
は
、
杜
と
緑
に

囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
生
涯
教
育
に

応
え
る
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
情
報

化
社
会
に
対
応
す
る
「
く
ら
し
の
な
か

の
図
書
館
」
を
め
ざ
し
、
独
立
し
た
近

代
的
施
設
と
し
た
い
。

人
口
増
加
対
策

〈工事中の愛宕町下条線〉

宅
地
の計
画
的
開
発

{
問
}
人
口
増
加
対
策
と
し
て
、
市
街

化
区
域
内
の
残
存
農
地
な
ど
、
土
地
開

発
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
答
】
人
口
の
増
加
・
定
着
を
図
る
た

め
に
は
、
秩
序
あ
る
土
地
開
発
に
よ
る

良
好
な
工
業
団
地
、
住
宅
用
地
を
整
備

充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

昭
和
七
十
五
年
を
目
標
と
し
た
土
地

利
用
計
画
は
、
市
街
化
区
域
の
集
団
残

存
農
地
二
O
九
か
、
組
合
施
行
区
画
整

理
四
三
か
、
調
整
区
域
内
(
高
室

・
蓬

沢
・
大
里
地
区
)
の
面
的
整
備
九
九
か
な

ど
合
計
五

O
こ
か
を
、
住
宅
用
地
と
し

て
計
画
的
に
開
発
す
る
。

関
係
地
区
の
地
権
者
の
協
力
を
得
る

よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
し
。西

下
条
地
区
の

造
成
見
通
し

{
南
部
工
業
団
地
】

{
問
}
南
部
工
業
団
地
・
西
下
条
地
区

の
造
成
見
通
し
を
示
せ
。

【
答
}
西
下
条
地
区
に
先
月
地
権
者
会

が
発
足
し
た
の
で
、
用
地
買
収
の
話
し

合
い
を
七
月
中
旬
か
ら
始
め
た
い
。

造
成
工
事
は
、
用
地
買
収
が
終
了
次

第
進
め
る
が
、
分
譲
時
期
は
六
十
四
年

秋
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

容

七
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会

〈
〉
甲
府
市
職
員
退
職
手
当
を
引
き
下
げ

甲
府
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
委
員
か
ら
条
例
改
正
は
職
員
の
退

職
手
当
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
質
し
た
の
に
対
し
、
当
局
か

ら
職
員
組
合
と
も
勤
務
条
件
改
善
委
員

会
で
慎
重
に
論
議
を
重
ね
た
上
で
の
改

正
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
職
員
の
勤

務
条
件
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
独
・
自
性

を
発
揮
さ
れ
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

〈
〉
固
定
資
産
税
の
減
収
分
は
県
費
補
て

ん
措
置
を
要
望

甲
府
市
高
度
技
術
工
業
開
発
促
進
の

た
め
の
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
減
収
分
に
対
し
県
費
に
よ
る

補
て
ん
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
運
動

を
進
め
ら
れ
た
い
と
の
要
望
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
防
災
貯
水
槽
を
飲
料
水
と
併
用
方
式

に
改
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な

さ
れ
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た。

文民
教生

委
員
会

。
建
設
業
界
に
対
し
て
当
局
か
ら
申
し

入
れ
を
請
負
契
約
(
市
立
大
国
小
学
校
新
設

(
建
築
主
体
)
工
事
(
第
一
工
区
)
(
第

二
工
区
)
・
(
市
立
大
国
小
学
校
屋
内

運
動
場
新
築
(
建
築
主
体
)
工
事
)
の

締
結
に
関
す
る
議
案
に
関
連
し
て
委
員

か
ら
、
市
長
等
の
ア
メ
リ
カ
姉
妹
都
市

訪
問
団
に
大
国
小
学
校
建
設
に
関
す
る

指
名
業
者
が
同
行
し
、
疑
惑
を
ま
ね
い

た
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
か
か
る
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
建
設
業
界
に
対
し
て

当
局
か
ら
申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
六
十
三
年
度
甲
府
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
全
国
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
へ
の
補

助
金
支
出
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決

l
)
宇
品
'
し
れ
~
。

総
市
開
競
委
員
会

。
甲
府
市
工
場
設
置
奨
励
条
例
を
制
定

議
案
第
六
九
号
甲
府
市
工
場
設
置
奨

励
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
当
局
か
ら

甲
府
南
部
工
業
団
地
に
工
場
を
設
置
す

る
事
業
者
に
対
し
て
、
奨
励
措
置
を
行
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。
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
問
委
託
試

行
計
画
奮
を

昭
和
六
十
三
年
度
甲
府
市

一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
三
号
)
に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
民
問

委
託
試
行
に
あ
た
っ
て
は
、
業
務
に
要

す
る
経
費
等
に
関
し
、
民
間
委
託
と
直

営
と
が
明
確
に
比
較
で
き
る
試
行
計
画

書
を
再
度
議
会
に
提
示
し
た
う
え
で
、

実
施
す
べ
き
と
の
強
い
音
川
見
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
局
か
ら
、
議
会

第78号

い
本
市
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
地
場
産

業
育
成
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
工
業
団

地
の
公
募
要
綱
を
作
成
し
た
後
、
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
提
案

は
制
度
の
内
容
を
早
く
周
知
徹
底
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
判
断
で
制
定
し

た
も
の
で
あ
り
、
地
場
産
業
を
中
心
に

す
べ
て
の
産
業
を
対
象
に
一
定
の
奨
励

措
置
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
公
募
要
綱
と
は
切
り
離
し
て

制
定
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

又
こ
れ
に
関
連
し
て
他
の
委
員
か
ら

大
津
地
区
と
西
下
条
地
区
と
の
入
居
価

格
の
均
衡
を
図
る
と
と
も
に
、
南
部
工

業
団
地
入
居
企
業
の
み
で
な
く
、
市
内

の
中
小
企
業
の
育
成
も
積
極
的
に
図
る

べ
き
で
あ
る
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た。

甲府市議会だより

水建

道設

委

員

会

昭和63年 9月1日

の
意
思
を
尊
重
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り

キ
ナ
し
れ
~
。

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
ご
み
収
集
業

務
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
広
く
市
民
の

声
を
聞
く
た
め
、
市
民
モ

ニ
タ
ー
等
を

早
急
に
設
置
し
、
ご
み
収
集
業
務
の
現

状
を
は
握
す
る
と
と
も
に
、
試
行
調
査

の
結
果
と
も
比
較
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

主
目見意

関係機関

へ提出府

関係機関

政

国
庫
補
助
・
負
担
率
の

引
き
下
げ
廃
止
を
求
め

る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
自
治
体
に
た
い
し

て
昭
和
六
十
年
度
以
降
、
生
活
保
護

費
を
は
じ
め
福
祉
・
教
育
費
を
中
心

と
し
て
、
国
庫
補
助
・
負
担
率
の
一

方
的
な
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
甲
府
市
に
お
い
て
は

四
十
億
円
に
の
ぼ
る
負
担
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
財
政
再
建
を
口
実
に
国
の

責
任
を
地
方
財
政
に
転
嫁
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
政
府
は
、

コ一
年
間
の
暫

定
措
置
で
あ
る
と
の
言
明
を
踏
ま
え
、

法
律
ど
お
り
国
庫
補
助
・
負
担
率
の
引

き
下
げ
を
本
年
度
を
も
っ
て
終
わ
り
と

し
、
福
祉
・
教
育
を
中
心
に
そ
の
復
元

を
は
か
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

。ハ

l
ト
労
働
法
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書

今
日
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
、
企
業
、

経
済
、
地
域
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
労
働
力
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
時
代
の
流
れ
、
社
会
の
変

化
の
中
で
、
さ
ら
に
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
の
全
国
の
パ

ー
ト
労
働
者
は
、
約
五
百
六
万
人
に
の

ぼ
り
こ
の
う
ち
、
約
三
一
百
六
十
五
万
人

が
女
性
で
、
女
性
労
働
者
の
ほ
ぼ
五
人

に

一
人
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
パ
ー
ト
労
働
者
に

対
す
る
社
会
的
地
位
や
労
働
条
件
は
、

劣
悪
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
生
活
の
安
定
、

雇
用
確
保
と
労
働
条
件
の
改
善
の
た
め

パ
l
ト
労
働
法
を
速
や
か
に
制
定
す
る

と
と
も
に
、
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
事
項
を
明
確
に
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

一
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
定
義
を
明
確

に
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
に
対
し
、

労
働
諸
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
す

'
G
こ〉」。

二

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
身
分
を
保
障

す
る
た
め
、
採
用
に
当
た
っ
て
使
用

者
に
、
雇
用
期
間
、
賃
金
、
労
働
時

間
、
休
憩
時
間
等
の
労
働
条
件
の
明

示
を
義
務
付
け
、
書
面
に
よ
っ
て
契

約
す
る
こ
と
。

三

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
賃
金
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
基
づ
く
も

の
と
し
、

一
般
労
働
者
と
比
べ
不
利

益
な
取
り
扱
い
を
受
け
な
い
よ
う
に

す
る
等
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労
働

条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

四
国
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
な
ろ

う
と
す
る
者
に
対
し
、
職
業
指
導
、

職
業
紹
介
等
を
効
果
的
に
行
う
た
め

の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
使
用
者
が
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
高

年
齢
者
の
能
力
に
適
合
す
る
職
種
に

つ
い
て
は
、
高
年
齢
者
の
一
雇
用
に
努

力
す
る
等
、
国
及
ぴ
使
用
者
の
施

策
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

「
秩
父
多
摩
国
立
公
園
」

の
名
称
変
更
に
関
す
る

意
見
書

秩
父
多
摩
国
立
公
園
は
、
山
梨
、

長
野
、
埼
玉
、
東
京
に
ま
た
が
り
、

特
色
あ
る
山
岳
・
原
生
林
・
渓
谷
な

ど
を
有
す
る
地
域
と
し
て
、
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
秀
れ
た
自

然
の
風
景
地
と
し
て
、
ま
た
国
民
の

保
健
休
養
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
本
公
園
は
、
そ
の
面
積
の

う
ち
四
三
%
を
本
県
が
占
め
て
い
る

状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
名
称
は

「
秩
父
多
摩
」
と
な
っ
て

お
り
、
埼
玉
県
、
東
京
都
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
も
の
で
山
梨
県
は
、
そ
の
区

域
に
含
ま
れ
て
い
な
い
感
じ
す
ら
す

る
所
で
あ
り
、
こ
れ
は
観
光
振
興
や

公
園
利
用
の
上
で
極
め
て
不
都
合
で

あ
り
、
不
合
理
で
す
。

今
後
こ
の
地
域
は
、
自
然
を
生
か

し
た
国
民
的
総
合
保
養
地
と
し
て
の

適
切
な
活
用
も
見
込
ま
れ
て
お
り
こ

の
公
園
を
新
た
な
観
点
か
ら
活
用
し

て
い
く
た
め
に
も
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
名
称
に
変
更
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。
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〔
総
務
委
員
会
〕

o
国
民
健
康
保
険
事
業
の
改
善

(
甲
府

民
主
商
工
会
会
長

・
筒
井
昭
治
ほ
か
)

O
大
型
(
新
型
)
間
接
税
導
入
反
対

(新
日
本
婦
八
の
会
甲
府
支
部
代
表
者

.
榊
原
亮
子
)

O
固
定
資
産
税
の
据
え
置
き
を
求
め
る

(山
梨
県
労
働
組
合
総
連
合
会
議
長

・

員円

願
• 
陳
情
の
審
査
結
果

一

一
採
択
さ
れ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

o
国
庫
補
助
・
負
担
率
の
引
き
下
げ
廃

止
を
求
め
る

(
自
治
労
山
梨
県
本
部
甲

府
市
職
支
部
執
行
委
員
長

・
金
箱
憲
二

〔民
生
文
教
委
員
会
〕

O
福
祉
施
策
の
改
善
と
充
実
と
国
庫
負

担
削
減
の
撤
回
(
山
梨
県
社
会
福
祉
労

働
組
合
執
行
委
員
長

・
最
上
紀
和
子
)

甲府市議会だより

〔
経
済
都
市
開
発
委
員
会
〕

O

「
秩
父
多
摩
国
立
公
園
」
の
名
称
変

更
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
(
甲

府
市
観
光
協
会
会
長

・
小
野
熊
平
)

〔建
設
水
道
委
員
会
〕

O

「
国
体
主
会
場
」
の
関
連
道
路
の
促

進
に
つ
い
て
(
山
城
地
区
自
治
連
合
会

会
長

・
森
山
重
正
ほ
か
)

継
続
審
査
す
る
も
の

第78号(7) 

輿
石
東
ほ
か
)

O
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
の
負
担

軽
減
を
求
め
る
(
山
梨
県
建
設
組
合
連

合
会
会
長

・
宮
原
正
則
)

O

い
か
な
る
名
称
、
形
式
で
あ
っ
て
も

新
大
型
間
接
税
(
消
費
税
)
導
入
の
と

り
や
め
を
求
め
る

(
甲
府
建
築
従
事
者

労
働
組
合
組
合
長

・
宮
原
正
則
ほ
か
)

O

「消
費
税
」
(
新
大
型
間
接
税
)
導

入
に
反
対
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る

(
大
型
間
接
税
・

マ
ル
優
廃
止
反
対

各
界
連
絡
会
代
表

・
筒
井
昭
治
)

O
消
費
税
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る

(
消
費
税
反
対
甲
府
各

界
連
絡
会
代
表

・
相
沢
平
次
郎
ほ
か
)

o
国
民
不
在
の
税
制
改
革
と
「
消
費
税」

導
入
に
反
対
す
る
(
甲
府
市
城
東
四
丁

目
十
六
|
十
八

・
坂
本
繁
造
)

O
新
消
費
税
の
導
入
に
反
対
す
る
(
大

型
間
接
税
に
反
対
す
る
県
民
会
議
代
表

.
内
藤
美
茂
)

O
新
消
費
税
の
導
入
に
反
対
す
る

(日

本
婦
人
会
議
山
梨
県
本
部
代
表

・
有
井

豊
美
)〔民

生
文
教
委
員
会
〕

O
福
祉
施
策
の
改
善
と
充
実
と
国
庫
負

担
削
減
の
撤
回
(
山
梨
県
社
会
福
祉
労

働
組
合
執
行
委
員
長

・
最
上
紀
和
子
)

O
民
間
保
育
所
乳
児
保
育
奨
励
費
補
助

金
の
引
き
上
げ

(山
梨
県
社
会
福
祉
労

働
組
合
執
行
委
員
長

・
最
上
紀
和
子
)

O
就
学
媛
助
の
改
善
を
求
め
る

(
就
学

援
助
を
よ
く
す
る
会
代
表
・
榊
原
亮
子

ほ
か
)

O
中
学
校
給
食
の
実
施
を
求
め
る

(中

学
校
給
食
を
実
現
す
る
連
絡
会
代
表

・

中
村
綾
子
ほ
か
)

〔
建
設
水
道
委
員
会
〕

O
塵
芥
処
理
工
場
の
移
転
新
設

(
増
坪

町
自
治
会
会
長
・

川
手
賢
英
)

撤
回
さ
れ
た
も
の

〔
総
務
委
員
会
〕

O

「
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接

税
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
」
採
択

を
求
め
る

(
大
型
間
接
税

・
7

ル
優
廃

止
反
対
各
界
連
絡
会
代
表

・
筒
井
昭
治
)

審
査
未
了
に
な
っ
た
も
の

〔総
務
委
員
会
〕

O
市
斤
舎
の
現
在
地
へ
の
新
築

(
春
日

地
区
自
治
会
連
合
会
長

・
小
林
荘
士
口
ほ

か
)
O
新
市
庁
舎
は
現
在
地
へ

建
設

(
市
庁

舎
建
設
に
対
す
る
中
心
部
商
庄
街
の
会

代
表

・
小
林
公

一
郎
ほ
か
)

O
市
役
所
斤
舎
の
現
在
地
建
設

(穴
切

地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

・
保
坂
恒
政

ほ
か
)

O
市
斤
舎
建
設
予
定
候
補
地
か
ら
春
日

小
学
校
を
除
去
に
つ
い
て

(
春
日
小
学

校
同
窓
会
会
長

・
早
川
庫
三
ほ
か
)

反
対
討
論
要
旨

マ
甲
府
市
工
場
設
置
奨
励
条
例
制
定

に
つ
い
て

こ
の
奨
励
条
例
は
大
津
工
業
団
地

に
進
出
す
る
大
企
業
の
固
定
資
産
税

を
三
か
年
間
に
わ
た
っ
て
免
除
す
る

と
い
う
も
の
で
、
む
し
ろ
行
政
と
し

て
は
地
場
産
業
振
興
の
た
め
西
下
条

に
入
居
予
定
し
て
い
る
こ
れ
ら
企
業

に
対
し
て
積
極
的
な
助
成
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
る
。

工
場
設
置
条
例
制
定
と
あ
わ
せ
て

地
場
産
業
育
成
の
た
め
に
、
地
場
産

業
に
対
す
る
強
力
な
設
置
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
制
定

す
る
の
は
反
対
で
あ
る
。

マ
昭
和
六
十
三
年
度
甲
府
市
一

般
会

計
補
正
予
算
中
委
託
料
に
つ
い
て

委
託
す
る
調
査
内
容
が
明
確
に
さ

れ
な
い
ま
ま
予
算
計
上
す
る
こ
と
に

は
納
得
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

マ
昭
和
六
十
三
年
度
甲
府
市
一

般
会

計
補
正
予
算
中
清
掃
業
務
試
行
計

画
経
質
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
に
定
め
て
あ
る
よ
う

に
、
清
掃
業
務
は
市
長
の
固
有
の
義

務
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
と
行
政
責
任
が
、
明
確
に
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
清
掃
業
務

に
当
た
っ
て
は
よ
り
合
理
的
に
業
務

の
改
善
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の

一
層
の
進
展
に
努
め
、
市
民
に
親
し

ま
れ
、
ま
た
絶
大
な
御
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
び
の
清
掃
業
務
試
行
計
画

経
費
の
補
正
予
算
計
上
は
、
市
長
の

固
有
業
務
の
放
棄
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
反
対
す
る
。

マ
総
務
委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
請
願
第
六
十
三
|

五
号
い
か
な
る
名
称
、
形
式
で
あ

っ
て
も
、
新
大
型
間
接
税
(
消
費

税
)
導
入
の
と
り
や
め
を
求
め
る

請
願
、
請
願
第
六
十
三
|
七
号

「消
費
税
」
(
新
大
型
間
接
税
)

導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願
、
請
願
第
六
十
三

|
十
号
消
費
税
の
導
入
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
、

請
願
第
六
十
三

1
+
一
号
国
民
不

を
の
税
制
改
革
と
「
消
費
税」

導

入
に
反
対
す
る
請
願、

請
願
第
六

十
三

l
十
二
号
新
消
費
税
の
導
入

に
反
対
す
る
請
願
、
請
願
第
六
十

一一一

l
十
三
号
新
消
費
税
の
導
入
に

反
対
す
る
精
願
、
請
願
第
六
十
二

|
十
四
号
大
型
(
新
型
)
間
接
税

導
入
反
対
に
つ
い
て

以
上
七
件
の
請
願
に
つ
い
て
継
続

審
査
に
付
す
る
こ
と
に
反
対
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。



昭和63年 9月1日 (8) 第78号甲府市議会だより

63年 7月8日改選

総晶iJ1HH， ~iU， 

大村幾久夫 村山ニ永
卜I\i HI問1î 16番20~} (!i I来開f398番地町!

公明党 市民クラブ

官 28-7669 ft41 -3705 

次
の
曲
四
・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る 務

委

貝

A
Q

冨

主主±十九八七六五問七一

他監選公j韓合計税市総企伎市
町 f正常平合計周時民務両術長
市委i¥''fi'I<室年部部部部管室
fモliJ1i¥H務同記のの向的F曜の
量的垂全問所念所所所所主所
.o.1i，庁ilの町管事管管管管町管
全管会所所に業にににに所に
のに町i¥';¥'属宅属属属属管1<4
所随所ににすのすすすすにす
i¥'す管嶋崎るl'庁るるるる属る
にるにすす ;I~*事事 111事す '11
属11属るる.Jfiに'u'((If('ftる引
き'fiす事事属 事
なる'fiffi す X白
い事 る

'1も'l'I司E
'(( 'u 

駈ド. 

民

生

文

教

委

員

会

副委H!< 吾 nl~

小野雄造斉藤憲二
場ItI .lil4酔3号芯竹 rFI8$16'; 
市民クラフ 社会党・ ifi民連合
官 35-3457 宮26-3336

制
祉
部
内
所
管
に
印
刷
す
る
市
中
川

次
の
鶴
・
室
世
帯
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

山
町
甲
府
病
院
の
品
川
符
に
属
す
る
事
項

吾 H

原因正八郎
よ111町 91fi15月
市民クラブ

ft37-3191 

歪l-i

依田敏夫
!干;1I1'rFI211'i26号
市民クラブ

官22-2356 一腕撤回
〕

長
岡
一一…

委 li 吾 il

森沢幸夫石原貞夫
千場阿丁111番8号 λ，;n~ fI 9$地
政新全 社全党・市民連合

官 52-0013 ft41ー7887

垂 H
武川和好
償恨町84番地的 5
H本北，rr:世;
ft35-3705 

ψ← 

・4盆F 可2ト
吾只 畳 H 吾 li

加藤裕小林康作中込孝文
下塚百 11115罫39¥) 霊前開fI96岳地町l 洲折 1112罫14月

H 今~3'、結党 公l引先; 社会党 ・di民連合
ft51-6973 宮 53-0982 ft32 -5383 

経
済
都
市
開
発
委
員
会

副委H長 垂IH毛

細田清宮川章司
川間町346帯地 f嘉手間f585帯地町l

社全世・市民連合 市民クラブ

ft37-1591 宮32-0566

次
の
部
・
室
等
に
属
す
る
事
項
告
審
査
す
る

経
済
部
的
所
管
に
属
す
る
事
羽

都
市
問
先
部
的
所
管
に
属
す
る
市
中
川

I
草
川
地
建
ぷ
室
町
所
管
に
印
刷
す
る
市
中
川

問
附
地
主
的
所
管
に
属
す
る
事
項

ドハ

中

央

卸

売
市
場
内
所
管
に
属
す
る
事
項

』
ハ
理
主
吾
川
合
的
所
符
に
摘
す
る
事
相

岳 n ~ n ~ H 委 n
川名正剛牛奥公費千野穆小沢綱雄

市民クラブ 市民クラフ 市民クラブ 市民クラブ

宮 52-2532 宮 35-5851 ft35-3827 宮 35-1476 

建

設

水

道

委

員

会

吾l-lH:

秋山雅司
千増問 lil7書20')

公明党

宮 51-1618

::;; 

移
品IJ~i U;

皆川巌

IH民タラブ
官22-5313

環
境
部
内
所
管
に
印
刷
す
る
わ
れ
一
明

次
の
部
・
室
等
に
属
す
る
事
項
を
審
査
す
る

建
ぷ
部
町
所
管
に
属
す
る
事
項

ト
水
道
部
の
所
持
に
属
す
る
事
項

問
水
道
日
川
町
所
管
に
属
す
る
市
初
日
明

/ 
香 n
清水節子
伊勢問rr'121酢l可
市民クラブ

宮35-6510
(
定
数

(
現
員

九
名
)

九
名
)

~ 
手民 署員 垂 n
内藤幸男堀内征治飯島勇
塩部コ丁目2番23号宮原町39帯地的 8 大手 -r目3番4号
政新会 公明党 社会党・市民連合

ft52-9185 ft41-8886 ft52-6758 

(
{
疋
数

(
現
員

九
名
)

九
名
)

委員

動j持庸雄
羽!!\~fI390番地

政新全

宮52-5391 

メインテーマきのうもきょうもあしたもサフテーマ20万市民嶋崎いを一つにして

甲府大好き I つくろう .1未来の甲府
年

7
潤
ベ

持
叩
マ

相
制
川

目
町
川
甲

5


